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プロジェクト・プログラムマネジメント標準の世界潮流 

－成果実践力準拠標準（ＧＡＰＰS）で評価されるＰ２Ｍ－ 

PMコンサルタント 石倉政幸 

 

はじめに 

プロジェクトマネジメント標準は、

1987年に米国ＰＭＩが「知識体系」第 1

版 を公表して以来、プロジェクトビジネ

スの実践スキルとして着目されている。

1990年代にはデジタル・ネット社会の到

来を迎えて、システムと産業にイノベー

ションを加速している。 

欧州では 1960年前半に欧州（フラン

ス、ドイツ、オランダ中心）にてコンピ

テンス（実践力）を重視した PM の発展

を期して論議が始まり世界で最初の PM 

協会 IPMA (国際 PM連盟) を発足させ

1996年に ICB (IPMA Competence 

Baseline 実践力基準）に基づく個人資

格認証が開始された。この ICB はプロ

ジェクトメンバーの成長及びプロジェ

クト推進組織の成長を支援し、知識・姿

勢・資質を包括することを意図して作成

された「能力系（コンピテンシー）」体

系を重視した共通用語の体系を地域連

合で共有する事例である。 

 

Ｉ．世界の潮流と日本標準の認知 

 技術標準については、我が国の国際認

知は枚挙にいとまはないが、日本発信の

世界標準にはトヨタ生産システム、カイ

ゼン、品質管理がある。本論は、筆者が

Ｐ２Ｍ発刊以来、第三の成果実践力の国

際標準委員会に参加し、ようやくプログ

ラムマネジメント部門における評価が

世界各国のローカル標準のなかでグロ

ーバルに評価された報告である。学会会

員にも持続的な研究の一助となること

を期待する。 

日本では 1978年エンジニアリング振興

協会が設立され、エンジニアリングプロ

ジェクトを対象にプロジェクトマネジ

メントの開発が始められ、1998年、経

産省の支援を受け、プロジェクト＆プロ

グラムマネジメント標準ガイドブック

開発の為、小原教授主査の元、開発委員

会を立ち上げ約 3年に亙る研究・検討の

結果を 2001 年に同ガイドブックとして、

公表された。Ｐ２Ｍは知識・能力・成果

の複合系であり。英文名に Project & 

Program Management for Enterprise 

Innovation とあるようにプロジェクト

マネジメントを現場中心から拡張して、

経営・企業改革も含め、またプロジェク

トマネジャーの資格認定要素には実践

力の能力要素として、10のタクソノミ

ーを定めている 

筆者は、Ｐ２Ｍの開発時点から小原先

生の元また日本プロジェクトマネジメン

ト協会（PMAJ）にて過去１５年にわたり

開発と普及に関与してきた。 

ここで紹介する新標準は、豪州がリー

ドする「成果系（パーフォーマンス準拠）

の標準」(GAPPS：Global Alliance for 

Project Performance Standards）で あ

る。 

現在 GAPP機関では世界の著名な PM 標

準類と GAPPS 標準との内容カバー率（マ

ッピング）評価が行われており P2M は

GAPPS プログラムマネジメント標準に対

応する編集範囲での高い評価を得ている

ので、ここに報告する 

Ⅱ．GAPPS PM 標準の作成の目的 

ビジネスのグローバル化に伴いプロ

ジェクト運営そのものもグローバル化

していることから、L.Crawford 博

士,PMBOK 開発者の W.Duncan氏をはじ

めとする著名な PMグルー たちは各国
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がてんでんばらばらに進められてきた

PM標準 ・コンピテンシー基準やそれら

に基ずく資格認定制度の現状を鑑み、成

果を重視したコンピテンシー（実践力）

に準拠したグローバルな視点で整合化

できれば： 

１） 今後、各国での PM資格の相互認

定において、しっかりとした裏付け

が出来る。 

２） PM専門協会に、より効果的なサ

ービスの提供,プロフェッショナル

認定のグローバルな認識と相互乗

り入れを可能とさせる。 

３） 各国のローカルコンピテンシー

標準作成にあたっての標準枠組みに

できる。 

などの観点から、有志によるボランティ

アー活動として GAPPS PM 標準開発の研

究会を立ち上げた。日本からは主に小原

教授と筆者（GAPPS 元 Board Member ）

がこの研究会活動に参加してきた。 

一方 GAPPS 標準作成に先立ちシドニ

ー工大グループにより、世界で広く知ら

れている代表的な標準類（下表 Fig 1

参照）からの実践力要目類の抽出、レビ

ュー、対比などを行い、標準作成へのベ

ースラインとした。 

下図から判断するに P2Mはプロジェク

ト人材と組織の両方をカバーしてのコン

ピテンシー要目を包含していることを示

しているのに対し PMBOK は主に個人の

職業人としてＰＭスキルを対象としてい

る事、P2Mは組織の協働にプログラム、

つまりイノベーションの要件を充足した

アウトプットとアウトカムの違いがある

と L.Crawford 博士が解釈していること

やデジタル化に対応すべき複雑性やマル 

チステークホルダー調整などを評価され

たものと判断される。 

 

 

Ⅲ.  GAPPS が開発した新標準 

１ 開発 GAPPS 標準の種類 

これまでの研究開発の成果として、2

レベルの「グローバル PMマネジャー（PM

マネジャー）と 3レベルのグローバルプ

ログラムマネジャー（PGMプログラムマ

ネジャー）」標準が制定されて公表され

ている。 

GAPPS では PM プロジェクトマネジャ

ーや PGM プログラムネマジャーの必要

資格レベルを、プロジェクト・プログラ   
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ムの複雑さや、必要となるマネジマメン

トレベルの必要程度によって区分する

た め の 、 役 務 レ ベ ル 評 価 判 定 表

（CIFTER,ACDCTER と呼ぶ）を開発しそ

の詳細は各標準に含めている。  

 

２ GAPPS PM マネジャー 標準の構成要

素と階層形態 

下記の構成要素と階層形態を採用し

ている 

PMマネジャー標準（２レベル） 

・コンピテンスユニット （6個） 

 ・ファンクションエレメント（特定成

果）（合計２１個） 

 ・数個の遂行基準（合計６４個） 

 ・数個の定義、知識、スキル、ガイド                                                                    

各 PM レベルのコンピテンスは 下記の

６ユニットのもと、各下層階もそれぞれ

数項目から 10 項目で構成されており、

ユニットの下層階個数は上記のとおり

である。 

 またコンピテンスユニットのタイト 

ルは次のとおりである。 

・Unit PM01 Manage Stakeholder 
Relationships 

・Unit PM02 Manage Development of 
the Plan for the Project 

・Unit PM03 Manage Project Progress  
・Unit PM04 Manage Product 

Acceptance  
・Unit PM05 Manage 
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ProjectTransition 
・Unit PM06 Evaluate and Improve 

Project and Project Performance  
  (Unit PM06は PMレベル 2にのみ適用) 

  GAPPS 標準の構成要素と階層形態の

PM Unit 01 と 02の分を例示すると前頁

のごとくとなって いる。 

 

３ プログラムマネジャー（PGM）標準 

の枠組み 

GAPPS は３レベルの PGM プロ

グラムマネジャーを想定しており

PM マネジャー標準の枠組みを踏襲

している。ユニット数は PM マネジ

ャー標準よりレベルによって は増

えて５個ないしは８個（レベル３）］

からなる。 

またプログラムマネジャーレベル

の役務レベルは、ガバナンス、ステ

ークホルダー関係、プログラム定義、

デリバリー、リソースなどの複雑さ

に注目にした評価判定要目表（ACDC）

が新たに開発され標準に含まれて

いる。コンピテンスの Unit タイト

ルは下記の通りであり、各タイトル

に対応するエレメントなどの下部

階層は PM マネジャー標準の構成と

同じである。全体詳細は GAPPS HP 

からのフリーDLできる。 

・Unit PgM 01. Provide Leadership for 
the Program 

・Unit PgM 02. Facilitate Stakeholder 
Engagement 

・Unit PgM 03. Craft the Program 
・Unit PgM 04. Orchestrate the 

Attainment of Benefits 
・Unit PgM 05. Sustain Program 

Progress 
・Unit PgM 06. Manage 

Organizational Change 

・Unit PgM 07. Direct the 
Management of Contracts 

・Unit PgM 08. Engage in 
Collaborative Alliances 

 

４ その他の GAPPS標準 

 GAPPS は前記の PM マネジャー-, PGM 

プログラムマネジャー標準に加えてス

ポンサー基準も作成し公表している。ス

ポンサーは、プロジェクトマネジャー・

プログラムマネジャを支援する立場で

プロジェクト・プログラムマネジャーが

必要とするリソースの確保や精神的支

援のほか、プロジェクトマネジャーやプ

ログラムマネジャーと企業経営陣との

橋渡し役でもあり、プロジェクト、プロ

グラム遂行にあたっては重要な使命を

帯びている。 

 

Ⅳ. 世界的大企業での GAPPS 資格 採

用気運 

例えばオイルメジャーの A 社のプロジ

ェクト要員適正資格については： 

Level 1 Project Engineer として

（IPMA-Level D,GAPPS Global １、  
PMI-PMP 相当） 
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Level 2 Senior Project Engineer とし 
て（IPMA－Level C, GAPP―Global  
１PM 相当） 

Level 3 Project Manager として

（IPMA－Level B,GAPPS― 
Global－２PM 相当） 

Level 4 Project Director には

（IPMA, GAPPS の PMPGM   
マネジャーマッチせず） 

の４Grade で構成するとしており PM要

員の資格に、知識取得の有無のみならず、

成果を伴う実践力や適性を求められると

する資格の世界の動きを反映している。

同社は世界各地での各種大型エネルギー

プロジェクト遂行にあたり、プロマネや

そのスタッフにこれらの資格取得を義務

付けていることで大概のプロジェクトの

遂行が順調に進んでいる事からも頷ける。 

 

Ⅴ．GAPPS 標準と P２M など著名な標準

とのコンテンツ比較対照 

 下表は GAPPS 標準とのコンテンツの

カバー率の対比表である。この詳細比較

対比表は Web 上で公表されている。P2M 

のプログラムマネジメントのコンテン

ツが GAPPSにも同様に広くカバーされて

いることが分かる。尚 P2M 英訳版には

P2M 最新版の一部は英訳未完でありそ

の分 GAPPS との対比対照からはずれて

いるのでカバー率はさらに上がるもの

と考えられる 

 

Ⅵ. GAPPS 標準類のダウンロード  

GAPPS 研究会はその呼称を今年

Global Alliance for Project 

ProfessionSと変更したが PM.PGMマネ

ジメント標準は GAPPS の HP 

http://globalpmstandards.org/about-us/ 

より OUR  TOOLS, COMPLEXITY RATING 

経由、CIFTER、ACDC のクリックで D L で

きる。 

また GAPPS標準と世界の代表的な PM,標

準との内容の比較表示（マッピング）も 

http://globalpmstandards.org/tools/compa

rison-of-global-standards/comparison-of-

project-program-management-standards/ 

より D L できる。 

 

おわりに 

筆者はＰ２Ｍ開発委員会から委員を

つとめ、エンジニアリング産業の知見が

次世代産業を産み出せる確信を持って

いた。新興国の台頭に勝ちのこるために

は、エンジニアリングにおける個別技術

を統合して相乗効果を出しさらに日本

型のミドルアップ・ダウンのマネジメン

トを復活し、ハードに強い総合工学と管

理による知識、ＩＣＴソフトの相乗効果

も期待するプログラムマネジャーの人

材育成を期待するからである。協会と学

会は車の両輪である。グローバル標準は、

日本発信の壁を克服した証であり喜ん

でいる。 
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